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 分析の結果は、政府機関に於ける、特に 1980 年代以降の明瞭な利権配分を示した。最
も利権が対立した省庁は林野庁（程度の差はあるが環境省も）と通商産業省並びに外務省








































 リナス・ディドヴァリス氏の博士論文の審査および最終試験は、2014 年 10 月 8 日午前

















































産業省（そしてある程度は外務省）が支配的であるとする。   
 全般的に、ディドバリス氏は 2014 年 5 月の中間報告で勧告した改善点と追加情報につ
いてほとんどすべての修正を行い、いくつかの小さな点を除いて、本論文は当初設定した
課題を十分に達成したと審査委員会は判断した。本論文は林産品市場という一つの政策領
域と貿易分野に焦点を当てながら、日本における政策主体とステークホルダーの関係とい
った政治学の中心課題をめぐる論争に参画している。多様な主な政策主体へのインタビュ
ー調査、主要な政府文書の内容分析、政府、産業界、市民社会の内部構造の分析を含む広
範囲のデータや文献を駆使して設定したすべての課題に解答を提示しており、博士論文と
しての条件を満たしている。理論に裏付けされ、かつ実証的な分析がなされた政治学分野
における好個の博士論文であると審査委員会は判断した。  
 
